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カゴメ株式会社 

2023年 5月 12日 

カゴメニュースリリース 

 

 

 

 

 

カゴメ株式会社（代表取締役社長：山口聡 本社：愛知県名古屋市）は、人々の健康増進に貢献すべく、尿ナ

トカリ比（尿のナトリウム／カリウム比）という指標、及びそれを参考にナトリウム（塩）とカリウム（野菜や果物な

ど）の摂取バランスの良い食生活を送ることの普及を目的とした、「一般社団法人 ナトカリ普及協会」を2023年5

月17日（高血圧の日※）に設立いたします。 ※ 日本高血圧学会と日本高血圧協会が制定。 

 

 

高血圧予防に「減塩（ナトリウムを減らす）」が重要ということは広く知られており、減塩に取組む人が増えてい

ます。しかし家族や親戚、友人との楽しい食事、外出先での食事、忙しいときの食事など、減塩の実践や継続が

難しいときもあります。近年、高血圧予防のために、ナトリウムの体外への排泄を促進するカリウムを野菜等か

ら積極的に摂取し、ナトリウムとカリウムの摂取バランス（「ナトカリ」バランス）を意識した食生活を送ることへの

関心が高まってきています。 

 

 当社は、「トマトの会社から、野菜の会社に」というビジョンを掲げ、さまざまな野菜の価値を活かした幅広く革

新的な商品を次々とお届けし、人々の健康に貢献していきたいと考えております。その中で当社は、日本人の野

菜摂取量を、目標量である「350g」（厚生労働省「健康日本21」）まで引き上げるべく種々の取組を行っています。 

 

この目標量（野菜350g/日）は、“高血圧などの循環器疾患の予防に必要なカリウム等の栄養成分を、食事か

ら十分に摂るために”という、「ナトカリ」の概念と密接な考え方に基づいて設定されています。「ナトカリ」の概念

を普及させることは、野菜摂取の目標量や意義を理解する人の増加や野菜摂取の新たなシーンや方法の創出

にもつながり、ひいては、人々の野菜摂取増や健康寿命延伸にも貢献し得ると期待しています。 

 

当社は「ナトカリ」を正しく・広く普及させるためには、多様な専門性を持った方々、あるいは「ナトカリ」を普及さ

せたいという想いを持った方々との連携・共創が不可欠と考え、「一般社団法人 ナトカリ普及協会」の設立に至

りました。 

本法人は、尿ナトカリ（ナトリウム／カリウム）比、及びナトカリバランスの良い食生活を送ることの普及に向け

た啓発（参考資料2の活動の展開も含む）や環境整備を進めることで、人々の健康増進に貢献してまいります。 

一般社団法人 ナトカリ普及協会 を設立 
ナトカリ比という指標、及びナトリウム（塩）と野菜や果物から摂取するカリウムのバランスの 

良い食生活を普及することで、おいしく、楽しく、健康増進や循環器疾患の予防に貢献 

ナトカリ普及協会のロゴ 

ナトカリバランスのイメージ図 
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■ 法人の概要 

名称 一般社団法人 ナトカリ普及協会 

所在地 宮城県仙台市青葉区中央 3丁目 5番 17号 

設立日 2023年 5月 17日（高血圧の日） 

目的 当法人は、我が国の国民の健康増進に貢献すべく、尿ナトカリ比、及びそれを参考にナトリウ

ムとカリウムの摂取バランス（ナトカリバランス）の良い食生活を送ること（「ナトカリ」と略す）

の普及に向けた啓発や環境整備を行うことを目的とする。 

事業内容 １） 「ナトカリ」普及のための基盤整備に関する事業 

２） 「ナトカリ」の啓発と広報に関する事業 

３） ナトカリ比測定環境の整備や測定体験支援に関する事業 

４） 「ナトカリ」の認知度や理解度の調査・報告に関する事業 

５） 「ナトカリ」食の認証、 環境整備や普及に関する事業 

６） 前各号に掲げる事業に附帯又は関連する事業 

※設立後の数年間は、宮城県ないし東北エリアでの活動を重点的に行い、適当なタイミング

で全国での活動に展開します。 

役員 理事長 上島 弘嗣 （滋賀医科大学・名誉教授） 

理事 寳澤 篤   (東北大学大学院医学系研究科公衆衛生学分野・教授) 

  理事 片倉 成子 （宮城県栄養士会・会長） 

理事 小暮 真奈 （東北大学東北メディカル・メガバンク機構・講師） 

理事 志賀 利一 （オムロンヘルスケア株式会社・フェロー） 

理事 上田 宏幸 （カゴメ株式会社・執行役員イノベーション本部長） 

監事 山﨑 裕人 （カゴメアクシス株式会社） 

賛助会員 等 ご入会や連携を希望される企業・団体様には、設立後随時ご案内差し上げます。 

 

〈法人ホームページ 及び お問い合わせ先〉 

・ホームページ： https://natkali.or.jp/ 

・お問い合わせ先： contact@natkali.or.jp （ナトカリ普及協会事務局・牛田） 

 

  

https://natkali.or.jp/
mailto:contact@natkali.or.jp
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〈参考資料〉 

１． 「ナトカリ」への関心が高まってきている理由 

① 食事の「ナトカリ」バランスは、簡単な尿検査により尿のナトリウム/カリウム比（ナトカリ比）として分かる。 

② 尿ナトカリ比は、食塩摂取量の指標よりも高血圧や循環器疾患のリスクと強く関連する。 

③ 「ナトカリ」バランスを整える、という考え方・文脈は、「減塩」よりも行動変容を促しやすい。 

④ 特定健診に尿ナトカリ比測定が導入された登米市において住民の尿ナトカリ比と血圧が低下した。 

 

２． 登米市での行動変容事例、啓発事例等 

 「ナトカリ」の研究や啓発活動を行ってきた COI 東北拠点（注１）が、宮城県登米市の特定健診に 2017 年

から尿ナトカリ比測定や結果の即時開示等を導入したところ、翌年 2018 年の住民の尿ナトカリ比と収縮期

血圧が 2017 年と比べて統計学的に有意に改善しました（注２）。この結果は、住民が自身の尿ナトカリ比を

知ったことをきっかけに塩分や野菜摂取等に関する食習慣を見直し、食事の「ナトカリ」バランスが改善され

たことによると考えられます。 

 また、COI 東北拠点は、登米市において食生活改善推進員との連携のもと、地場野菜を使った「ナトカリ」

レシピの開発や小学校高学年の児童と保護者を対象にした「ナトカリ」レシピコンテスト開催により、「ナトカリ」

の啓発活動を進めてまいりました。こういった活動も含め、登米市での事例をもとに「ナトカリ」に関心を持つ

自治体、企業等が増えてきています。 

 

〈注釈〉 

１． COI東北拠点 

 東北大学を中心とする「COI 東北拠点」は、全国に 18 ある COI（センター・オブ・イノベーション） 拠点の

一つであり、拠点の正式名称 は「さりげないセンシングと日常人間ドックで実現する自助と共助の社会創生

拠点」です。さりげないセンシングによる「日常人間ドック」を実現するための様々な技術開発・サービス開

発・社会実装の取組みが 2023年 3月までに行われました。この中で、東北メディカル・メガバンク機構、オム

ロンヘルスケア株式会社、当社等で「ナトカリ」に関する研究や啓発活動を推進してまいりました。

http://www.coi.tohoku.ac.jp/ 

 

２． 宮城県登米市での研究成果 

 以下の論文に掲載されました。 

  Mana Kogure et al., Sodium/potassium ratio change was associated with blood pressure change:    

possibility of population approach for sodium/potassium ratio reduction in health checkup.  

Hypertens Res. 2021, 44(2):225-231. 

以上 

 

 

 

 

 

＜報道機関の皆様向けのお問い合わせ先＞ 

カゴメ株式会社 経営企画室 広報グループ 北川・堀江 ＴＥＬ：０３－５６２３－８５０３ 

http://www.coi.tohoku.ac.jp/

